
 

 ６月１1 日（土）に第 26 回中学・校内合唱コンクールが行われました。中間考査後の 2週間の練習

は熱の入ったものとなりました。そして、当日前田ホールに響いた歌声は、美しいだけでなく、曲に込

められたメッセージを把み、伝えようとする気持ちのこもった合唱となっていました。よく考え、話し

合い、クラスが一つにまとって合唱という表現をやり遂げた経験は、生徒たちの一生の糧となってくれ

ることでしょう。 

 

 

私は去年から合唱コンクールの実行委員をしています。私たち合唱コンクー

ル実行委員が本格的に動き始めたのは５月からです。はじめは昨年、保護者

の方や先生方から頂いた貴重な意見について話し合っていました。そのころ

は、合唱コンクールはまだまだ先だと思っていました。でも、５月に入って

中間考査が近づくにつれて合唱コンクールが近づいているということを実感

し始めました。そして、中間考査が終わるとともに２週間の準備期間は風の

ように過ぎていきました。その準備期間中はたくさんの人に助けられているのを実感する毎日でした。

特に委員長と副委員長、C 組のみんな、そして先生方です。委員長と副委員長はただでさえ仕事が多い

のにもかかわらず、私が質問攻めにしても優しく対応してくれました。また、パワーポイントの作り方

を教えてくれたり、本当にたくさんのことを助けてもらいました。C 組のみんなは、実行委員の仕事が

忙しく全然練習に出られなかった私に「おつかれさま！」や「がんばって！」などの言葉をかけてくれ

たり、文句を 1 つも言わずに音を教えてくれたり、本当に助かりました。矢野先生をはじめとする先生

方には本番だけでなく、準備においてもたくさん協力していただきました。ありがとうございました。

また、私たちの間違っているところを教えてくださって、本当に助かりました。たくさんの方々に支え

られてついに本番を迎えました。 

本番の私の仕事は、舞台袖と司会でした。舞台袖では実行委員のＫさんに手伝ってもらい、司会は私が

関西弁ということでイントネーションがあっているか実行委員のＭさんとＨさんに確認してもらいまし

た。司会はたくさんの人の前だったので、とても緊張しましたが、やりがいがあってとても良い経験に

なりました。そして第３部はいよいよ中３C の出番。休憩が始まるとともにみんな集まって円陣を組み

ました。その時に C 組でよかったなと強く思いました。自分たちが歌っているときはとても楽しく、終

わってからも達成感を感じました。そして学年賞をもらうことができて本当に嬉しかったです。 

この合唱コンクールは様々な人のおかげで成り立っていることを学びました。仕事を共にがんばった実

行委員、協力してくださった先生方、最高の歌を一緒に作り上げた C 組のみんな、本番で盛り上げてく

れた中３、いきなりの変更にも臨機応変に対応してくれた中１、中２、そしてこの合唱コンクールを中

心になって作り上げてくれた委員長、副委員長。本当にありがとうございました。最後の合唱コンクー

ルが最高の思い出になりました。 

（中学３年 Ｓ・Ｒさん） 

 

 



私は洗足に入学する前、学校説明会を見に行ったときから、合唱コンクールというものが気になって

いた。合唱はみんなで心を一つにして歌わないと、きれいに響かないので、とてもやりがいがあるし、

クラスの絆も深まるだろうと思って、私は指揮をやった。はじめの頃は、指揮がずれたりしてみんなも

不安だったと思う。私も何とかみんなをまとめようとし、頑張った。練習の参加率も低く、私はこのま

まで大丈夫か？と思った。でもパートリーダーや伴奏者がみんなのやる気を出させてくれて、徐々にみ

んなのやる気が出てきた。E 組は勢いにのるととても声がきれいで美しいと思った。しかし、たまに美

しい歌声が聞こえても油断すると声が小さくなったりしてしまう。合唱コンの練習の際はみんなキツイ

ことを言い合って、泣いている子もいたが、そうやって自分の気持ちをぶつけ合うことで、みんな今の

自分に大切なことや、目標が見えてきて頑張れたのだと思う。 

 リハーサルのときは、正直みんな表情も硬く、まだまだ練習が足りていなく、A 組など他のクラスに

自分たちのツメの甘さを見せつけられた感じもした。しかし、このままダメなままで終わらないのが E

組だ。本番２日前になって、本気モードになり、みんな指示したこともすぐ実践してくれて、とてもう

れしかった。本番、私は不安もあったけど、クラスのみんなを信じて頑張ったおかげで、クラスが１つ

になったような気がした。合唱コンクールという行事を通して、入学当時、バラバラだった私たちの心

は１つになった。これからも E 組のみんなとなら、つらいことも乗り越えていける気がした。結果発表

の時がきた。学年賞は１年 E組です！！といったとき、みんなびっくりして沈黙が１０秒くらい続いた。

ようやく実感が湧いてきて隣の○○ちゃんと手を取り合って喜んだ。みんな喜んでいる顔を見て、この

メンバーで合唱をやることができてよかったと思う。最後に、パートリーダ

ーさんや、私の練習に付き合ってくれた○○ちゃんをはじめとするクラスの

みんなに、とても感謝する。E組のみんなとはこれからも団結して、いろい

ろなことを助け合っていきたい。合唱コンはもう過ぎ去ってしまったが、思

い出は心の中にずっと大切にしまっておきたいと思う。 

（中学１年 K・Wさん） 

 


